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研究成果の概要（和文）：　本研究は、近世･近代ヨーロッパにおける帝国・国民国家の「辺境」とされる地域におけ
る言語と共同体の関係の変遷について歴史的に検討することを目的とした。ここでは、「辺境」を支配と被支配の側の
競合関係がより明確に現れる場ととらえ、その現われの一つである「言語」とその共同体との諸関係を検討した。具体
的には、スペイン帝国、ハプスブルク君主国、プロイセン・ドイツ領ポーランド、アルザス、イギリス帝国とウェール
ズ、ケルト諸語を主な研究対象とし、これらの地域における支配－被支配関係から生じた言語変容を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research project intended to study the historical relationship between langua
ges and communities in the 'borders' of the nation-states and the empires in early modern and modern Europ
e. We, members of this project, considered the 'borders' as the places where competitive problems between 
the rulers and the ruled emerged clearly. Therefore we paid special attention to language question as one 
of phenomena produced by the competition and to several relationships of languages with such communities. 
Actually we respectively dealt with historical changes of languages in the Spanish empire, the Hapsburg dy
nasty, Prussian and German Poland, the British empire, and the 'Celtic fringes' in Britain and France, inc
luding Wales and Brittany.
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１．研究開始当初の背景 
 帝国論と結びついて近年盛んに議論され
ているグローバルヒストリーでは、課題の中
心が政治史･経済史であるのに対して、広い
意味での文化に関してあまり議論されてい
ない。これに対して、国民国家論では、言語
を中心とした文化変容の問題は、中心的議論
の一つとなっている。 
 このような断裂は、イギリス史の研究史に
おいては、帝国史と国家史の間にあり、申請
者はその相互の架橋を試みてきた（平田雅博
「帝国史と国内史をつなぐ」『歴史学研究』
776号（2003年 6月）／ネイションと帝国、
その分断と結びつき『比較文明』19号（2003
年）／「古い帝国史と新しい帝国史」『二十
世紀研究』5号（2004年）など）。本研究は、
この試みの中から着想されたものであり、具
体的な地域における言語と共同体の関係を
検討することで、帝国論と国民国家論を架橋
することに資すると考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、近世･近代ヨーロッパにおける
帝国・国民国家の「辺境」とされる地域にお
ける言語と共同体の関係の変遷について歴
史的に検討を加えるものである。ここでは、
「辺境」を支配と被支配の側の競合関係がよ
り明確に現れる場ととらえ、その現われの一
つである「言語」とその共同体との諸関係を
検討する。 
 従来、政治･経済中心のグローバルヒスト
リーと国民国家論の文化史的視点が相互に
交わることはあまりなかったが、本研究は、
帝国および国民国家のそれぞれの「辺境」を
扱い、比較検討することで、帝国および国民
国家の研究史を架橋することを目的とする。 
 具体的には、スペイン帝国、ハプスブルク
君主国、プロイセン・ドイツ領ポーランド、
アルザス、イギリス帝国とウェールズ、ケル
ト諸語を主な研究対象とする。これらの地域
における言語と共同体の変容を短期・長期的
に検討し、支配－被支配関係における言語変
容を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、「言語」を中心としながら、帝
国･国民国家の「辺境」における事例を明ら
かにしていくものである。そのため、共同体
と言語の総合的な把握を目的とすると同時
に、研究分担者の個別研究は不可欠である。
したがって、研究目的で述べた課題を達成す
るためには、研究者の個別研究を推進する必
要がある。 
 他方で、これらの個別研究を通史的・課題
的に総合的に把握し、研究者の問題意識・方
法論的認識を共有化する必要がある。そのた
めに、国内外の研究者・研究機関の協力を得
て、研究会、ワークショップなどを行って連
携をはかり、成果を公開する。 
 研究組織は、三つのグループに分ける。Ａ

グループ「近世的帝国と言語」は、近世期の
帝国の辺境における言語変容を明らかにす
る。Ｂグループ「国民国家における言語の複
数性」は、19、20 世紀の国民化の際の言語変
容を分析する。Ｃグループ「「民衆の口語言
語」対「支配者の文語」」は、文語伝統のな
い言語を支配者・被支配者側のそれぞれの観
点から分析する。 
 
４．研究成果 
 本研究は、「言語」を中心としながら、帝
国・国民国家の「辺境」における事例を明ら
かにしていくものであった。そのため、研究
分担者の個別研究の進展を図ると同時に、そ
れらの事例を総合することにつとめた。 
 
（１）個別研究の成果 
 個別研究は、各研究者が史料収集を行い、
その研究成果を個別報告という形で研究会
で報告した。研究期間中に行われた報告の一
覧は以下の通りである。 
西山暁義「ドイツ時代(1871-1918 年)アルザ
ス・ロレーヌ学校教育における「方言」」 
割田聖史「保科孝一とドイツ領ポーランド」 
佐々木洋子「トリエステの民族対立とイタリ
ア・イレデンタ」 
原聖「帝国周辺での文字誕生と規範化」 
佐々木洋子「ハプスブルク帝国の「南スラヴ
問題」とポーラ商業学校の設立請願」 
安村直己「植民地支配・共同性・ジェンダー
―テクスト／モノとしての訴訟文書から」 
西山暁義「国民国家知と帝国知―ドイツ国境
地域、植民地における教育政策と日本 1900
～1925」 
平田雅博「ウェールズとブリテン帝国―北ウ
ェールズと東アフリカの英語教育問題から」 
川崎亜紀子「19 世紀前半のアルザスユダヤ人
における初等教育と言語」 
割田聖史「ポーゼン州における言語」 
川手圭一「マズール人の言語・宗教と「民族」
意識」 
 このほかに、研究組織外部から、岡本真希
子氏（津田塾大学）に「植民地官僚と現地語
学習・通訳育成―台湾語学習雑誌『語苑』を
中心として―」と題する報告を依頼した。 
 これらの個別研究の結果、当面のところ、
以下のことが考えられる。 
①帝国の「辺境」と位置付けられる地域、特
に植民地とされる地域において、宗主国の言
語を現地語に取り入れていく過程において、
現地の人びとは単に抵抗だけでなく、現地の
規範のなかに、帝国的規範を取り込んでいく
ということが明らかとなった。 
②国民国家の「辺境」と位置付けられる地域
において、「中央」もしくは「多数派」の言
語が注入されていく手段として学校教育が
利用された。しかし同時に、学校における言
語（言語教育）は、「少数派」もしくは「辺
境」側の言語を広める手段または防衛の手段
ともなるのであり、その制度・思想的側面を



詳細を深める必要がある。 
③帝国であれ、国民国家であれ、「辺境」「周
辺」の言語は、「中央」との言語との間に、
何らかの差異が見出されていた。「辺境」「周
辺」の言語は、「中央」からの逸脱なのか、
もしくは、まったく新しい別のものなのか、
それとも「中央」の言語に至る過渡的段階の
ものなのか、といった言語の差異に関する認
識があり、この差異の認識そのものに検討が
加えられるべきである。 
 なお、この成果の一部は、『青山史学』31
号（2013 年）の特集「帝国・国民国家の辺境
と言語」に発表されている。 
 
（２）海外研究者との交流による成果 
 また、本研究は海外から研究者を招聘し、
ワークショップおよび講演会を行うことで、
視野を広げることをもう一つの目的として
いた。 
 そこで、トマス・カムセラ（ Tomasz 
Kamusella）氏による公開研究会（The Cultural 
and Social History of the Silesian Language）お
よ び ワ ー ク シ ョ ッ プ （ Language and 
Nationalism of Modern Central Europe）、ジャン
=フランソワ・シャネ氏「19-20世紀にフラン
スにおける言語、学校、国民」を開催した。
この成果の一部は、『青山史学』31 号（2013
年）の特集「帝国・国民国家の辺境と言語」
に発表されている。  また、2012年度には、
ピーター・バーク氏を招聘し、「近世ヨーロ
ッパ支配階層の多言語性」（Diglossia in Early 
Modern Europe）と題した講演会を開催した。
この成果の一部は、『思想』1074 号（ピータ
ー・バークの仕事 : 文化史研究の現在)（2013
年 10月）に発表されている。 
 2013年度には、J.M.マッケンジー氏を招聘
し、東京および長崎で計三回の講演会を行っ
た。論題は以下の通り。「The Four Nations: 
England, Ireland, Scotland ,Wales and the British 
Empire」、「The ‘Studies in Imperialism’ Series: 
Thirty Years and 110 Books, a Revolution in 
British Imperial History」、「A Tale of Two Cities 
– Nagasaki and Aberdeen: the Scots Overseas – 
the background to Thomas Blake Glover and 
treaty ports in China and Japan」。これらについ
ては、今後翻訳・発表を予定している。 
 この他に、台湾におけるワークショップに
おいて、陳培豊氏より、植民地漢文を事例に、
漢字文化圏における言語の変容についての
報告をいただいた。 
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